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評価日 平成29年2月10日 評価日 平成29年2月28日

評価者・組織 学校評価委員会
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(１回目評価を踏まえた)
年度末までの取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業改善 ・１単位時間の授業の展
開を指導者自身が明確に
もって授業実践をする。
・児童の主体的な学習を
保証する。

・活動計画を提示して授業を
すること
・授業が楽しいと思っている

・アンケートの結果からめ
あてと振り返りを明確にし
た授業をする項目が前期
より上昇している。

家庭学習・自学
自習の習慣化

・学年で宿題の内容の検
討をする。
・よくできた自学ノートを掲
示する。

・子どもには，家庭学習の習
慣が身に付いている。

・家庭学習の習慣が身に
付いているの項目が，前
期調査より1.2Ｐ上回った。

基礎・基本的な
知識や技能の
習得と活用

・ベーシックタイム（漢字・
計算）の充実・徹底
・調べ学習の習慣化

・ノート指導の徹底
・ミニテストの評価
・ジョイントプログラムの結果

・ベーシックタイムの充実を図
るため，開始時刻を守る取組
を進めたことで，落ち着いて
学習ができるようになった。

「公共の精神」
に基づく態度の
育成

・さまざまな教育活動で話
し合い活動や，協力して
行う活動を十分に取り入
れる。

・言葉遣い
・ＰＴＡ，地域行事にできるだ
け参加している

・一人一人が認められる
学級づくりをすることの項
目が，前期を1.6Ｐ上回っ
ていた。

自他を大切に
する態度の育
成

・あいさつの励行，学校の
きまりの徹底
・いじめ，暴力の排除
・自他ともに大切にする人
権意識の向上

・自分からあいさつ
・きまりを守れていますか
・友だちと仲良く過ごすことが
できていますか

・正しい言葉遣い，あいさ
つの習慣を身に付けるこ
とができたと児童は７８％

運動及びス
ポーツの実践と
体力向上

・遊びや部活動，スポーツ
を通した運動の習慣化
・運動を通してコミュニ
ケーション力や論理的思
考力を育てる。

・自分から進んで体を動かし
たり遊んだりしていますか
・体力テストの結果
・体育学習のふり返り確認

・生涯体育と外遊びの推
進をするという項目が1.4
Ｐ上回った。

・休憩時間に子どもととも
に遊ぶことを通して，体を
動かすことの楽しさを伝え
ることができた。

・地域の方に部活動の指導を
見ていただくことで，運動を通
してコミュニケーションを楽し
めるようにする。

・生涯体育につながる活
動を行っていることはよい
ことである。

・地域の体育振興会の活
動にも児童が結構参加し
ている実態がある。継続し
ていくことが大事である。

安全教育の充
実

・「生活安全」「交通安全」
「災害安全」について教育
活動全体を通して計画的
に指導を行う。（高野中学
校との合同避難訓練）

・登下校での安全に気をつけ
ていますか
・きまりを守れていますか
・避難訓練のふり返り確認

・校内の取組を他校に向
けて発信することができ
た。

・これまでの実践をさらに高めて
いくために，中学校ブロックで合
同避難訓練を行ったり，支部の
安全主任研修会をもつことで，取
組を振り返ることができた。

・児童の日常生活の安全
の意識向上を図る取組を
進めていくことを継続した
い。

・災害が起こった時を想定
して中学校校区で避難訓
練が行えたことはよいこと
だ。

・学区の避難場所は，養徳や
高野中学であるが，校区の
端の地域は，松ヶ崎小の方
が近いところもあることを知っ
ておいてほしい。

独
自
の
項
目

学校組織力の
強化

・学校教育目標に基づく
教育課程のPDCASサイク
ルの推進

・計画的に教育課程を進めら
れていますか（教職員）
・校務分掌の取組の定期的
な確認と次年度に向けて

・さらに向上していくため
に，一定期間の取組を振
り返る機会を設定した。

・各分掌においてのＰＤＣＡサ
イクルを共有できるところまで
高めていけるようにすること
の重要性を確認した。

・常に意識化を図ることが必
要であり，各分掌主任が責任
をもってＰＤＣＡＳサイクルを
意識できるように研修を積ん
でいきたい。

・学校組織の向上は，常にＰ
ＤＣＡサイクルを意識し，共有
していくところまで学校が考
えていることがよく分かった。

・全教職員が理解するま
で，時間がかかるかと思う
が，しっかりと取組を進め
ていってほしい。

３ 　総括・次年度の課題

・褒めらてうれしくない人
間なんていない。誰もが
認められる学校，養徳地
域でなければならない。
・学校での「みんなに認め
られている」という実感を
もてる取組を進めているこ
とは素晴らしい。

・学校が提唱する週１回
の「NO TV DAY」はうまく
いくのだろうか。試してみ
る価値はあるかと考える
が，把握等が難しいため，
他の方法を探ってくかね
ばならないのではないか。
・家庭の教育力の向上
は，なかなか定着しにくい
課題であろう。よい手法を
たくさん保護者に提唱して
いくために，近隣の小学
校との情報交換をしていく
とよい。
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・学習支援として，必要・適切
な掲示物を活用し，授業を展
開する教員が増えた。
・懇談会を開くたびに，家庭
学習の重要性を話したことに
より，家庭での生活習慣が定
着し，限られた時間の中でも
子どもとの対話をする時間を
決めている家庭が増え，家庭
での学習時間が決められる
ようになったことが成果であ
る。
・お互いの取組を交流する時
間をとることで，時間を守って
ベーシックタイムの学習活動
を確実にとれるようになった。

・毎日の家庭生活の中で，ス
ケジュールを組むことの重要
性を今後も保護者に訴えて
いくことが必要である。
・お手伝いをすることを決めら
れている家庭では，充実した
時間を過ごしている児童が多
いことや対話を大事にしてい
る家庭の情報を発信し続け
ていく。
・ベーシックの時間を大切に
するとともに，家庭での読書
の時間の少なさから，朝読書
の時間も充実させていく工夫
が必要である。

・学級が居心地のよい場所と
なるために，何が必要かを協
議した。できたことを認め，自
尊感情を高めていくことの大切
さを確認し合った。
・授業時間は，教師自身が正
しく丁寧な言葉遣いをすること
が，児童の見本となることや，
友達を思いやる言葉かけを推
進することを再度共通理解し
た。

・子どもは，学校だけでは
なく地域全体で育んでいく
ものだから，保護者を含
め，地域行事にもっと顔を
出して，地域の方々とつな
がっていく必要がある。

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
力

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

・誰もが認められたい，褒めら
れたいという思いをもってい
る。学校だけでなく，地域の
方々とのふれあいの中で，自
己有用感をもてるように地域行
事への参加を働きかけるよう
にする。
・学校と地域とが協働して子ど
もたちを育んでいけるような機
会や交流の場を設定できるよ
うにする。

・養徳で大事にしてきた安全教育が他校に広がり，今年度は中学校ブロックでの合同避難訓練を行ったことや，支部安全主任会への発信も行うことができたことは成果である。次年度は，全市に向けてさらに情報発信できるように，取組内容を
向上させていきたい。
・児童の学力向上に向けて，各種調査結果を踏まえて，てこ入れが必要である。どんな力を身に付けていきたいのかを一人一人の教職員が明確にした日々の授業を構築し，児童が主体的に学べるようにしていきたい。
・小中連携の取組が，本年度前進した。ＳＳＨの取組では，次年度発表校となることからも，さらに自分の思いや考えを大勢の前でしっかりと伝えられるような力を身に付けられるようにしていくことが必要である。そのためには，若年教職員自
身がプレゼン力を高められるように研鑽を積んでいきたい。

・個の実態に応じた授業支援
を工夫されている様子が授
業参観を通してよく分かっ
た。
・若い先生方が多いが，お互
いに切磋琢磨されていること
が分かり，大変よい。
・家庭学習が定着している反
面，家庭での読書の時間が
少ないのは残念である。
・児童の学力向上のために
創意工夫されていることがよ
く分かった。


